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この広報紙は共同募金の配分金を受けています。 9

ふく福しあわせ体験フェアでの花苗の引渡しセレモニー

（子ども食堂への助成）

平成30年10月27日（土）13：00～16：00

福井県生活学習館（ユーアイふくい「多目的ホール」）

日　　時

会　　場

助成内容
助成金額
交 付 先

社会福祉事業の発展のために
活用させていただきます。

♥7月24日（火）
贈呈者

寄付金

贈呈先

富国生命保険相互会社
福井支社長　陳野　好洋 様（福井市）
130，612円
社会福祉法人 福井県社会福祉協議会

（女優／モデル）　秋川 リサ氏
「見守る介護、地域とのつながり」

1952年5月12日生まれ。

15歳でテイジンの専属モデルとしてデビュー。

その後、「anan」の専属モデル、「資生堂」の広告モデルとして活躍。

女優、タレントとしてドラマ、バラエティ番組、映画を中心に活躍する。

また、現在、実母の介護中で自身の経験をまとめた著書「母の日記」を2014年に作成し、

「見守る介護～自分を責めずに頑張りすぎない介護」を推奨している。

【記 念 講 演】 ＜一般の方もご来場いただけます。＞

【プログラム】13：00 14：00 14：30 16：00

式典
（第1部）

式典
（第2部） 記念講演

福井県社会福祉大会開催事務局
福井県社会福祉協議会（総務施設課総務グループ）　☎0776-24-2339

問合せ先

主　　催

後　　援

福井県社会福祉協議会　　　　　　　福井県共同募金会

福井県　福井県市長会　福井県町村会

共　　催

　本事業は、地域ぐるみで子どもの居場所づくり
や食の支援に取り組む「子ども食堂」の立上げ
支援を行うものです。
　今回の助成は、故西田哲郎氏子供一同様から
いただいた寄付金を財源として、去る8月30日に
助成金交付式を行いました。

「子ども食堂」の開設等費用
200,000円
くぐしみんなの食堂
　（本年4月から美浜町で活動中）

サキドリ情報

※7月10日（火）ハーモニーホールふくい小ホールで行わ
れた「第283回フコク生命チャリティコンサート」にお
いて来場者からいただいたチャリティ募金の一部をご寄
付いただきました。
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「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
に
協
賛
い
た
だ
い
た
会
員
企
業

「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体・し
あ
わ
せ
元
気
大
会
」ま
も
な
く
開
幕
！

ま
も
な
く
開
幕
！

福
井
県
で
50
年
ぶ
り
と
な
る
「
福
井
し
あ

わ
せ
元
気
国
体
（
第
73
回
国
民
体
育
大
会
）」

と
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
（
第
18
回
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）」
も
開
幕
間
近
、

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
競
技
を
紹
介

し
て
き
た
本
コ
ー
ナ
ー
の
最
終
回
と
な
る
今

回
は
、
視
覚
障
が
い
の
あ
る
選
手
が
出
場
す

る
２
競
技
の
ご
紹
介
で
す
。

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
（
以
下
、「
Ｓ

Ｔ
Ｔ
」
と
い
う
。）
は
、
視
覚
障
が
い
の
あ

る
選
手
が
視
力
差
を
な
く
す
た
め
、
ア
イ
マ

ス
ク
を
着
け
て
競
技
し
ま
す
。
音
を
頼
り
に

す
る
た
め
、
金
属
球
が
４
つ
入
っ
た
卓
球

ボ
ー
ル
を
使
い
、
ま
た
、
打
球
音
が
分
か
る

よ
う
に
ラ
バ
ー
の
な
い
ラ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
ま

す
。
ま
た
、
ボ
ー
ル
は
転
が
し
て
そ
の
音
を

頼
り
に
ラ
リ
ー
を
す
る
た
め
、
一
般
の
卓
球

の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
の
上
を
ボ
ー
ル
が
行
き
来

す
る
の
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
の
下
を
転
が
し

て
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
す
。

卓
球
台
は
、
平
ら
で
継
ぎ
目
の
な
い
Ｓ
Ｔ

Ｔ
専
用
の
卓
球
台
を
使
い
ま
す
。
大
き
さ
は

一
般
の
卓
球
台
と
同
じ
で
す
が
、
球
が
落
ち

な
い
よ
う
コ
ー
ト
サ
イ
ド
と
エ
ン
ド
サ
イ
ド

に
は
高
さ
1.5
セ
ン
チ
の
フ
レ
ー
ム
が
つ
い
て

お
り
、
特
定
の
範
囲
か
ら
は
ボ
ー
ル
が
台
か

ら
そ
の
ま
ま

落
ち
な
い
作

り
に
な
っ
て

い
ま
す
。
１

ゲ
ー
ム
11

点
、
５
ゲ
ー

ム
マ
ッ
チ
の

リ
ー
グ
戦
で

競
い
ま
す
。

　
主
審
が

「
プ
レ
ー
」

の
コ
ー
ル
を

し
た
後
、
サ
ー
ブ
す
る
選
手
は
10
秒
以
内
に

台
の
上
に
ボ
ー
ル
を
静
止
さ
せ「
行
き
ま
す
」

と
声
を
掛
け
、
相
手
選
手
が
５
秒
以
内
に
返

事
し
た
後
、
さ
ら
に
５
秒
以
内
に
打
た
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
発
声
で
お
互
い
の

立
ち
位
置
を
把
握
し
、
打
球
コ
ー
ス
を
狙
い

ま
す
。
聴
覚
に
集
中
で
き
る
よ
う
会
場
は
静

か
さ
が
保
た
れ
、球
の
転
が
る
音
と
、ラ
ケ
ッ

ト
音
と
選
手
の
掛
け
声
が
会
場
を
包
み
ま

す
。
ラ
ケ
ッ
ト
の
角
度
は
60
度
以
上
起
こ
す

こ
と
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
打
球
音
が
は
っ

き
り
し
な
か
っ
た
り
転
が
る
ボ
ー
ル
よ
り
も

大
き
な
打
球
音
を
出
し
た
り
す
る
と
相
手
の

得
点
に
な
る
な
ど
、
そ
の
名
の
と
お
り
「
サ

ウ
ン
ド（
音
）」
が
競
技
の
決
め
手
と
な
っ
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。

大
会
に
向
け
た
Ｓ
Ｔ
Ｔ
選
手
は
、「
福
井

Ｓ
Ｔ
Ｔ
ク
ラ
ブ
」
の
源
喜
代
志
選
手
（
坂
井

市
）、
竹
村
壽
一
選
手
（
あ
わ
ら
市
）、
奥
田

尚
子
選
手
（
永
平
寺
町
）
の
３
選
手
が
出
場

予
定
で
す
。

選
手
の
指
導
に
あ
た
り
審
判
も
務
め
る
県

レ
デ
ィ
ー
ス
卓
球
連
盟
の
形
谷
礼
子
理
事
に

よ
る
と
「
福
井
大
会
も
優
勝
レ
ベ
ル
」
と
の

こ
と
。
３
選
手
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
を
基
本
と
し
て
お
り
、
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
に
似
た
ボ
ー
ル
を
使
用
し
、
人

数
は
通
常
の
野
球
よ
り
シ
ョ
ー
ト
を
１
人
多

く
配
置
し
た
10
名
で
行
わ
れ
ま
す
。
男
女
の

区
別
は
な
く
、
選
手
の
内
４
名
以
上
が
全
盲

の
選
手
で
あ
る
こ
と
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
ラ
イ

ト
シ
ョ
ー
ト
（
右
遊
撃
手
）
は
全
盲
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
が
あ
り
ま
す
。

競
技
場
の
特
徴
と
し
て
は
、
走
塁
時
の
身

体
接
触
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
守
備
ベ
ー
ス

の
外
側
に
走
塁
用
の
ベ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
走
塁
ベ
ー
ス
の
外
側
に

コ
ー
チ
ャ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
り
、
全
盲
走
者

の
進
塁
な
ど
の
誘
導
を
コ
ー
チ
が
行
い
ま
す
。

ま
た
、
試
合
停
止
圏
（
マ
ウ
ン
ド
半
径
1.5

ｍ
円
）
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
が
あ
り
、
エ
リ

ア
内
に
ボ
ー
ル
を
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
れ

ば
走
者
の
進
塁
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全
盲
選
手
は
音
を
頼
り
に
ボ
ー
ル
を
打
っ

た
り
、
捕
っ
た
り
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
り

ま
す
。
ボ
ー
ル
が
地
面
を
転
が
る
わ
ず
か
な

音
で
バ
ッ
ト
を
振
っ
た
り
、
キ
ャ
ッ
チ
し
た

り
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ボ
ー
ル
の
音
が
聞

こ
え
る
よ
う
に
、
選
手
も
ベ
ン
チ
も
応
援
者

も
声
や
音
を
出
し
て
は
い
け
な
い
時
が
あ
り

ま
す
の
で
、「
静
か
な
野
球
」
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
音
を
頼
り
に
行
わ
れ
る
打
撃

や
守
備
は
必
見
で
す
。

大
会
の
代
表
は
「
コ
ラ
ッ
ジ
ョ
福
井
」
と

い
う
チ
ー
ム
で
、
県
立
盲
学
校
の
生
徒
・
職

員
や
Ｏ
Ｂ
、
社
会
福
祉
施
設
利
用
者
ら
か
ら

平
成
26
年
に
今
大
会
に
向
け
て
結
成
さ
れ
ま

し
た
。「
コ
ラ
ッ
ジ
ョ
」
と
は
イ
タ
リ
ア
語

で
「
勇
気
」 「
勇
敢
」
を
意
味
し
、『
が
ん
ば

れ
！
福
井
』
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

吉
川
監
督
は
、「
選
手
た
ち
は
視
覚
に
障

害
が
あ
っ
て
も
が
ん
ば
っ
て
い
て
、
プ
レ
ー

を
見
て
い
て
も
驚
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

実
際
に
プ
レ
ー
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ

し
て
、
こ
れ
を
機
に
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
も

目
を
向
け
て
も
ら
い
た
い
。
大
会
で
は
１
戦

１
戦
、
目
の
前
の
試
合
を
大
事
に
し
て
い
き

ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
チ
ー
ム

の
小
坂
投
手
は

「
初
戦
を
大
事

に
ま
ず
は
１
勝

を
目
標
に
し
、

楽
し
ん
で
い
き

た
い
」
と
意
気

込
み
を
話
さ
れ

練
習
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。

「
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
」・「
グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
競
技
紹
介

「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
・
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
」
応
援
企
画

選手は耳で球の軌道を追い、ラリーを
繰り広げる

審判を付けて、実践を意識した練習の様子

最
終
回

ご協力
ありがとう
ございます

〜「
音
」を
頼
り
に
白
熱
す
る
ラ
リ
ー
〜

「
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
」

〜「
静
か
な
野
球
」に
全
力
プ
レ
ー
〜

「
グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」

特集国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
で
あ
る
国
体
は
、「
ふ
く

い
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
」
と
し
て
９
月
29
日
か
ら
10
月

9
日
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
障
ス
ポ
）
は
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気

大
会
」
と
し
て
10
月
13
日
か
ら
15
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
大
会
は
、
国
体
と
障
ス
ポ
の
融
合
が
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん
が
こ
れ
ら
の
大
会

を
応
援
し
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
人

が
支
え
あ
う
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
開
催
さ

れ
る
も
の
で
す
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
本
会
で
は
7
月
28
日
㈯
、
福
井
市

の
ハ
ピ
リ
ン
に
て
国
体
・
障
ス
ポ
応
援
イ
ベ
ン
ト
「
ふ

く
福
し
あ
わ
せ
体
験
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
の
び
♡
カ
ル
♡
ダ
ン
ス
Ｍ
＆
Ｙ
」

に
よ
る
は
ぴ
ね
す
ダ
ン
ス
の
披
露
、
障
ス
ポ
種
目
の
体

験
や
車
イ
ス
・
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
・
手
話
の
ミ
ニ
サ
ポ
ー

ト
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
か
ら
来
ら
れ
る
皆
さ
ん
を
花
の
景
観
で

お
も
て
な
し
す
る
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
の
一
環
と
し

て
、
福
井
市
日
新
小
学
校
と
福
井
県
立
福
井
南
特
別
支

援
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
育
て
た
花
苗
を
、
福
井
県

企
業
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
社
会
貢
献
連
絡
会
（
Ｆ
パ

ネ
ッ
ト
）
会
員
企
業
に
引
き
渡
し
、
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
苗
は
、
大
会
時
に
綺
麗
な
花
が
咲
く
よ
う
、

会
員
企
業
が
大
切
に
育
て
て
い
き
ま
す
。

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
の
他
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
選

手
の
応
援
な
ど
、
県
民
の
皆
さ
ん
で
大
会
を
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

福井しあわせ元気大会種目別会期／会場

2018 September 2

◆正式競技◆
競　技　名 10/13 10/14 10/15 会　場　名

陸上競技（身・知） 〇 〇 〇 9.98スタジアム（福井県営陸上競技場）
水泳（身・知） 〇 〇 〇 敦賀市総合運動公園プール
アーチェリー（身） 〇 福井市スポーツ公園サッカー場（兼ラグビー場）
卓球(身・知)(サウンドテーブルテニス(身)を含む) 〇 〇 サンドーム福井
フライングディスク（身・知） 〇 〇 〇 三国運動公園陸上競技場
ボウリング（知） 〇 〇 スポーツプラザＷＡＶＥ40
バスケットボール（知） 〇 〇 勝山市体育館「ジオアリーナ」
ソフトボール（知） 〇 〇 〇 武生東運動公園ソフトボール場
グランドソフトボール（身） 〇 〇 〇 松岡総合運動公園
フットベースボール（知） 〇 〇 〇 敦賀市きらめきスタジアム
バレーボール（身） 〇 〇 大野市エキサイト広場総合体育施設体育館
バレーボール（知） 〇 〇 トリムパークかなづ体育館
バレーボール（精） 〇 〇 小浜市民体育館
サッカー（知） 〇 〇 〇 丸岡スポーツランドサッカー場、人工芝グラウンド

競　技　名 10/7 10/8 会　場　名
車いすバスケットボール（身） 〇 〇 福井県営体育館
◆オープン競技◆

競　技　名 10/14 会　場　名
卓球バレー（身・知・精） 〇 福井県社会福祉センター体育館
ゲートボール（身） 〇 美浜町西郷健康ひろば屋内運動場

競　技　名 10/6 10/7 会　場　名
車いすテニス（身） 〇 〇 鯖江広域西番スポーツセンターテニスコート



ア
イ
シ
ン
・
エ
イ
・
ダ
ブ
リ
ュ
工
業
株
式
会
社
／
あ
お
い
グ
ル
ー
プ
（
Ａ

Ｏ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
）
／
石
黒
建
設
株
式
会
社
／
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本 

福
井
支
店
／
株
式
会
社
か
ん
ぽ
生
命
保
険 

福
井
支
店
／

清
川
メ
ッ
キ
工
業
株
式
会
社
／
小
森
商
事
株
式
会
社
／
株
式
会
社

ジ
ェ
イ
デ
バ
イ
ス 

福
井
地
区
／
信
越
化
学
工
業
株
式
会
社 

武
生
工
場

／
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社 

福
井
支
社
／
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社 

福
井
支
社
／
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社 

福
井
支
社
／
春
江
貨
物
有
限

会
社
／
株
式
会
社
福
井
銀
行
／
株
式
会
社
北
陸
近
畿
ク
ボ
タ
／
一
般

社
団
法
人
福
井
県
自
動
車
会
議
所
／
福
井
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

／
一
般
社
団
法
人
生
命
保
険
協
会 

福
井
県
協
会
／
福
井
県
農
業
協
同

組
合
中
央
会
／
福
井
信
用
金
庫
／
福
井
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
株
式
会

社
／
福
井
放
送
株
式
会
社
／
株
式
会
社
福
井
村
田
製
作
所
／
福
井
ヤ

ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
／
株
式
会
社
福
邦
銀
行
／
北

陸
労
働
金
庫 

福
井
県
本
部
／
松
文
産
業
株
式
会
社
／

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社 

福
井
支
社
／
吉
岡
幸

株
式
会
社
／
株
式
会
社
リ
コ
ー 

福
井
事
業
所

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
に
協
賛
い
た
だ
い
た
会
員
企
業

「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体・し
あ
わ
せ
元
気
大
会
」ま
も
な
く
開
幕
！

ま
も
な
く
開
幕
！

福
井
県
で
50
年
ぶ
り
と
な
る
「
福
井
し
あ

わ
せ
元
気
国
体
（
第
73
回
国
民
体
育
大
会
）」

と
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
（
第
18
回
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）」
も
開
幕
間
近
、

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
競
技
を
紹
介

し
て
き
た
本
コ
ー
ナ
ー
の
最
終
回
と
な
る
今

回
は
、
視
覚
障
が
い
の
あ
る
選
手
が
出
場
す

る
２
競
技
の
ご
紹
介
で
す
。

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
（
以
下
、「
Ｓ

Ｔ
Ｔ
」
と
い
う
。）
は
、
視
覚
障
が
い
の
あ

る
選
手
が
視
力
差
を
な
く
す
た
め
、
ア
イ
マ

ス
ク
を
着
け
て
競
技
し
ま
す
。
音
を
頼
り
に

す
る
た
め
、
金
属
球
が
４
つ
入
っ
た
卓
球

ボ
ー
ル
を
使
い
、
ま
た
、
打
球
音
が
分
か
る

よ
う
に
ラ
バ
ー
の
な
い
ラ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
ま

す
。
ま
た
、
ボ
ー
ル
は
転
が
し
て
そ
の
音
を

頼
り
に
ラ
リ
ー
を
す
る
た
め
、
一
般
の
卓
球

の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
の
上
を
ボ
ー
ル
が
行
き
来

す
る
の
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
の
下
を
転
が
し

て
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
す
。

卓
球
台
は
、
平
ら
で
継
ぎ
目
の
な
い
Ｓ
Ｔ

Ｔ
専
用
の
卓
球
台
を
使
い
ま
す
。
大
き
さ
は

一
般
の
卓
球
台
と
同
じ
で
す
が
、
球
が
落
ち

な
い
よ
う
コ
ー
ト
サ
イ
ド
と
エ
ン
ド
サ
イ
ド

に
は
高
さ
1.5
セ
ン
チ
の
フ
レ
ー
ム
が
つ
い
て

お
り
、
特
定
の
範
囲
か
ら
は
ボ
ー
ル
が
台
か

ら
そ
の
ま
ま

落
ち
な
い
作

り
に
な
っ
て

い
ま
す
。
１

ゲ
ー
ム
11

点
、
５
ゲ
ー

ム
マ
ッ
チ
の

リ
ー
グ
戦
で

競
い
ま
す
。

　
主
審
が

「
プ
レ
ー
」

の
コ
ー
ル
を

し
た
後
、
サ
ー
ブ
す
る
選
手
は
10
秒
以
内
に

台
の
上
に
ボ
ー
ル
を
静
止
さ
せ「
行
き
ま
す
」

と
声
を
掛
け
、
相
手
選
手
が
５
秒
以
内
に
返

事
し
た
後
、
さ
ら
に
５
秒
以
内
に
打
た
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
発
声
で
お
互
い
の

立
ち
位
置
を
把
握
し
、
打
球
コ
ー
ス
を
狙
い

ま
す
。
聴
覚
に
集
中
で
き
る
よ
う
会
場
は
静

か
さ
が
保
た
れ
、球
の
転
が
る
音
と
、ラ
ケ
ッ

ト
音
と
選
手
の
掛
け
声
が
会
場
を
包
み
ま

す
。
ラ
ケ
ッ
ト
の
角
度
は
60
度
以
上
起
こ
す

こ
と
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
打
球
音
が
は
っ

き
り
し
な
か
っ
た
り
転
が
る
ボ
ー
ル
よ
り
も

大
き
な
打
球
音
を
出
し
た
り
す
る
と
相
手
の

得
点
に
な
る
な
ど
、
そ
の
名
の
と
お
り
「
サ

ウ
ン
ド（
音
）」
が
競
技
の
決
め
手
と
な
っ
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。

大
会
に
向
け
た
Ｓ
Ｔ
Ｔ
選
手
は
、「
福
井

Ｓ
Ｔ
Ｔ
ク
ラ
ブ
」
の
源
喜
代
志
選
手
（
坂
井

市
）、
竹
村
壽
一
選
手
（
あ
わ
ら
市
）、
奥
田

尚
子
選
手
（
永
平
寺
町
）
の
３
選
手
が
出
場

予
定
で
す
。

選
手
の
指
導
に
あ
た
り
審
判
も
務
め
る
県

レ
デ
ィ
ー
ス
卓
球
連
盟
の
形
谷
礼
子
理
事
に

よ
る
と
「
福
井
大
会
も
優
勝
レ
ベ
ル
」
と
の

こ
と
。
３
選
手
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
を
基
本
と
し
て
お
り
、
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
に
似
た
ボ
ー
ル
を
使
用
し
、
人

数
は
通
常
の
野
球
よ
り
シ
ョ
ー
ト
を
１
人
多

く
配
置
し
た
10
名
で
行
わ
れ
ま
す
。
男
女
の

区
別
は
な
く
、
選
手
の
内
４
名
以
上
が
全
盲

の
選
手
で
あ
る
こ
と
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
ラ
イ

ト
シ
ョ
ー
ト
（
右
遊
撃
手
）
は
全
盲
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
が
あ
り
ま
す
。

競
技
場
の
特
徴
と
し
て
は
、
走
塁
時
の
身

体
接
触
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
守
備
ベ
ー
ス

の
外
側
に
走
塁
用
の
ベ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
走
塁
ベ
ー
ス
の
外
側
に

コ
ー
チ
ャ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
り
、
全
盲
走
者

の
進
塁
な
ど
の
誘
導
を
コ
ー
チ
が
行
い
ま
す
。

ま
た
、
試
合
停
止
圏
（
マ
ウ
ン
ド
半
径
1.5

ｍ
円
）
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
が
あ
り
、
エ
リ

ア
内
に
ボ
ー
ル
を
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
れ

ば
走
者
の
進
塁
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全
盲
選
手
は
音
を
頼
り
に
ボ
ー
ル
を
打
っ

た
り
、
捕
っ
た
り
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
り

ま
す
。
ボ
ー
ル
が
地
面
を
転
が
る
わ
ず
か
な

音
で
バ
ッ
ト
を
振
っ
た
り
、
キ
ャ
ッ
チ
し
た

り
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ボ
ー
ル
の
音
が
聞

こ
え
る
よ
う
に
、
選
手
も
ベ
ン
チ
も
応
援
者

も
声
や
音
を
出
し
て
は
い
け
な
い
時
が
あ
り

ま
す
の
で
、「
静
か
な
野
球
」
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
音
を
頼
り
に
行
わ
れ
る
打
撃

や
守
備
は
必
見
で
す
。

大
会
の
代
表
は
「
コ
ラ
ッ
ジ
ョ
福
井
」
と

い
う
チ
ー
ム
で
、
県
立
盲
学
校
の
生
徒
・
職

員
や
Ｏ
Ｂ
、
社
会
福
祉
施
設
利
用
者
ら
か
ら

平
成
26
年
に
今
大
会
に
向
け
て
結
成
さ
れ
ま

し
た
。「
コ
ラ
ッ
ジ
ョ
」
と
は
イ
タ
リ
ア
語

で
「
勇
気
」 「
勇
敢
」
を
意
味
し
、『
が
ん
ば

れ
！
福
井
』
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

吉
川
監
督
は
、「
選
手
た
ち
は
視
覚
に
障

害
が
あ
っ
て
も
が
ん
ば
っ
て
い
て
、
プ
レ
ー

を
見
て
い
て
も
驚
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

実
際
に
プ
レ
ー
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ

し
て
、
こ
れ
を
機
に
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
も

目
を
向
け
て
も
ら
い
た
い
。
大
会
で
は
１
戦

１
戦
、
目
の
前
の
試
合
を
大
事
に
し
て
い
き

ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
チ
ー
ム

の
小
坂
投
手
は

「
初
戦
を
大
事

に
ま
ず
は
１
勝

を
目
標
に
し
、

楽
し
ん
で
い
き

た
い
」
と
意
気

込
み
を
話
さ
れ

練
習
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。

「
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
」・「
グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
競
技
紹
介

「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
・
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
」
応
援
企
画

選手は耳で球の軌道を追い、ラリーを
繰り広げる

審判を付けて、実践を意識した練習の様子

最
終
回

ご協力
ありがとう
ございます

〜「
音
」を
頼
り
に
白
熱
す
る
ラ
リ
ー
〜

「
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
」

〜「
静
か
な
野
球
」に
全
力
プ
レ
ー
〜

「
グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
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社協トピックス T O P I C
こちら経営相談室です！こちら経営相談室です！シリーズ

～私立保育所における【弾力運用】について～ ※7月号の続き

　平成29年4月に発出された、「子ども・子育て支援法附則第 6条の規程による私立保育所に対する委託費の経理等について」
の一部改正についてにおいては、①前期末支払資金残高を充当できる公益事業の範囲の拡大や②公益事業に充当できる上限の
撤廃が盛り込まれました。要件の変更も含め、以下のチェックリストでご自身の保育園の状況を確認してみましょう。

弾力運用が認められる内容確認　（その2）

弾力運用は、保育所ごとの運営状況により段階的に認められています
（1）保育所ごとの運営状況から弾力運用要件（要件1から3）の充足状況を
確認することからスタート。

(2）要件の充足状況より、弾力運用の段階（第1段階から第4段階）を確認。
弾力運用のステップ第1段階から、順次条件をクリアし第4段階まで進むこ
とができます。
第1段階 •委託費（人件費・管理費・事業費）の資金使途制限の緩和

第2段階 •処遇改善加算の基礎部分の加算相当額について同一法人の
保育所等への繰入れ緩和

第3段階 •処遇改善加算の繰入対象先の緩和及び、委託費から（保育
所等・子育て支援事業）への繰入緩和

第4段階 •前期末支払資金残高の取扱緩和

【委託費運用の基本】

委託費の
使途の原則

私立保育所に支払われている委託費の使用は、支給費目ごと
に、定められています。

使
途
制
限

人件費 保育所に属する職員の給与、賃金等保育所運営にお
ける職員処遇に必要な一切の経費に支出されるもの

管理費 物件費・旅費等保育所の運営に必要な経費に支出さ
れるもの

事業費 保育所入所児童の処遇に直接必要な一切の経費に支
出されるもの

◆弾力運用の要件（条件）の確認
※下記のチェック項目毎に、適合項目に【〇印】を記し、要件の充足を判
定する。

要
件
１

基
本
７
項
目

保育事業の要件
（全てを満たせば弾力運用が認められる第一ステップです） チェック

①児童福祉法第45号第1項の基準（最低基準）が遵守されて
いるか。
②委託費交付基準及び職員の配置基準が遵守されているか。
③給与規程の整備、規程による適正給与水準が維持されてい
るか。
④給食の栄養量が確保され、嗜好を生かした調理がされてい
るか。
⑤保育所保育指針を踏まえ、設備整備がなされ、児童処遇が
適切である。
⑥運営・経営責任者である役職員の資質向上に努める。
⑦当該設置者の事業運営に問題事由なし。

別表1 特別保育事業の実施状況（下記要件のいずれかを実施している。） チェック

要
件
２

事
業
項
目

①「延長保育事業の実施について」に定める事業及び同様事業
②「一時預かり事業の実施について」に定める事業（一時保育
促進事業を含む）
③乳児を3人以上受け入れ（低年齢児童の積極受入れ）
④「地域子育て支援拠点事業の実施について」に定める事業
及び同様事業
⑤特別児童扶養手当の支給対象児の受入れ
⑥「家庭支援推進保育事業の実施について」の定める事業及
び同様事業
⑦休日保育加算の対象施設
⑧「病児保育事業の実施について」に定める事業及び同様事業

要
件
３

サ
ー
ビ
ス
向
上
要
件

【要件2】を満たし、保育サービスの質の向上に関する①から
③の要件も満たす。

チェック

①厚労省令第79号及び児発第295号に基ずく財務諸表の備え
付け、閲覧に供する。
②㋐第三者評価加算の認定、サービスの質の向上又は㋑苦情
処理の適切な対応・公表・保護に努めている。
③処遇改善加算の賃金改善要件（キャリアパス要件も含む。）
のいずれも満たしている。

▼委託費の3ヶ月分相当額の範囲内
別表5 資　金　使　途 繰入額（円）

繰
入
対
象

同
一
法
人
の
保
育
所
等

①保育所等の建物、設備の整備・修繕、環境の改善、
土地取得等に要する経費
　（保育所等を経営する事業に必要なものに限る。
　  以下②及び③において同じ。）
②保育所等の土地又は建物の賃借料
③以上の経費に係る借入金（利息部分を含む。）の償還
④保育所等を経営する事業に係る租税公課

※対象先：保育所及び保育所以外の子ども子育て支援法に
規定する特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業 小計

▼委託費の3ヶ月分相当額の範囲内
別表3 資　金　使　途 繰入額（円）

繰
入
対
象

子
育
て
支
援
事
業

①子育て支援事業を実施する施設の建物、設備の整
備・修繕、環境の改善及び土地の取得等に要する
経費（子育て支援事業に必要なものに限る。以下
②において同じ。）
② ①の経費に係る借入金（利息分を含む。）の償還
又は積立のための支出

小計

▼委託費の3ヶ月分相当額

◆弾力運用第3段階の繰入限度額 資金繰入額 繰入限度内の
確認（A）＞（B）委託費の3か月分（委託費から

「賃金改善要件分」を除いた額の
1/4の額）以内

別表5小計

別表3小計
適　　　否

繰入資金限度額（A） 合計（B）

＜委託費＞の弾力運用取扱について
◆弾力運用の第3段階【条件】要件1、要件2及び要件3の条件が満たされる事。

＜前期末支払資金残高＞の弾力運用の取扱について

【前期末支払資金残高の運用の基本】
前期末支払資金残高の取崩しについては、所轄庁の事前承認を得ること。
自然災害その他止むを得ない事由により、事業活動収入計（予算額）の3％
以下の場合は事前協議を省略して差し支えない。
◆弾力運用の第４段階【条件】要件1、要件2及び要件3の条件が満たされる事。
事前に理事会の承認を受け充当することができる。
（所轄庁の事前承認から理事会承認に緩和されている）

【弾力運用の使途範囲】
翌年度に前期末支払資金残高として取り扱える（取崩）、充当可能な資金使途
（1）当該施設の人件費、光熱水料等通常経費の不足分の補填できる。
（2）当該施設の運営に支障が生じない範囲において以下の経費
に充当することができる。 繰入額

（①～③）への繰入金の合計額

①当該保育所を設置する法人本部の運営に関する経費
②同一法人が運営する社会福祉法第２条に定める第1種社会
福祉事業及び第2種社会福祉事業並びに子育て支援事業の
運営、施設設備の整備等に要する経費
③同一の法人が運営する公益事業（子育て支援事業を除く）
の運営、施設設備の整備等に要する経費

【30％ルールに注意が必要】
当期末支払資金残高は委託費の適正執行と保育所の適正運用がなされ、当該
年度委託費収入の30％以下保有
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台
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指
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８
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⑵
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７
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５
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土砂崩れの現場（広島県江田島市にて撮影）

現地調査の様子（広島県江田島市にて撮影）
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社協トピックス T O P I C
こちら経営相談室です！こちら経営相談室です！シリーズ

～私立保育所における【弾力運用】について～ ※7月号の続き

　平成29年4月に発出された、「子ども・子育て支援法附則第 6条の規程による私立保育所に対する委託費の経理等について」
の一部改正についてにおいては、①前期末支払資金残高を充当できる公益事業の範囲の拡大や②公益事業に充当できる上限の
撤廃が盛り込まれました。要件の変更も含め、以下のチェックリストでご自身の保育園の状況を確認してみましょう。

弾力運用が認められる内容確認　（その2）

弾力運用は、保育所ごとの運営状況により段階的に認められています
（1）保育所ごとの運営状況から弾力運用要件（要件1から3）の充足状況を
確認することからスタート。

(2）要件の充足状況より、弾力運用の段階（第1段階から第4段階）を確認。
弾力運用のステップ第1段階から、順次条件をクリアし第4段階まで進むこ
とができます。
第1段階 •委託費（人件費・管理費・事業費）の資金使途制限の緩和

第2段階 •処遇改善加算の基礎部分の加算相当額について同一法人の
保育所等への繰入れ緩和

第3段階 •処遇改善加算の繰入対象先の緩和及び、委託費から（保育
所等・子育て支援事業）への繰入緩和

第4段階 •前期末支払資金残高の取扱緩和

【委託費運用の基本】

委託費の
使途の原則

私立保育所に支払われている委託費の使用は、支給費目ごと
に、定められています。

使
途
制
限

人件費 保育所に属する職員の給与、賃金等保育所運営にお
ける職員処遇に必要な一切の経費に支出されるもの

管理費 物件費・旅費等保育所の運営に必要な経費に支出さ
れるもの

事業費 保育所入所児童の処遇に直接必要な一切の経費に支
出されるもの

◆弾力運用の要件（条件）の確認
※下記のチェック項目毎に、適合項目に【〇印】を記し、要件の充足を判
定する。

要
件
１

基
本
７
項
目

保育事業の要件
（全てを満たせば弾力運用が認められる第一ステップです） チェック

①児童福祉法第45号第1項の基準（最低基準）が遵守されて
いるか。
②委託費交付基準及び職員の配置基準が遵守されているか。
③給与規程の整備、規程による適正給与水準が維持されてい
るか。
④給食の栄養量が確保され、嗜好を生かした調理がされてい
るか。
⑤保育所保育指針を踏まえ、設備整備がなされ、児童処遇が
適切である。
⑥運営・経営責任者である役職員の資質向上に努める。
⑦当該設置者の事業運営に問題事由なし。

別表1 特別保育事業の実施状況（下記要件のいずれかを実施している。） チェック

要
件
２

事
業
項
目

①「延長保育事業の実施について」に定める事業及び同様事業
②「一時預かり事業の実施について」に定める事業（一時保育
促進事業を含む）
③乳児を3人以上受け入れ（低年齢児童の積極受入れ）
④「地域子育て支援拠点事業の実施について」に定める事業
及び同様事業
⑤特別児童扶養手当の支給対象児の受入れ
⑥「家庭支援推進保育事業の実施について」の定める事業及
び同様事業
⑦休日保育加算の対象施設
⑧「病児保育事業の実施について」に定める事業及び同様事業

要
件
３

サ
ー
ビ
ス
向
上
要
件

【要件2】を満たし、保育サービスの質の向上に関する①から
③の要件も満たす。

チェック

①厚労省令第79号及び児発第295号に基ずく財務諸表の備え
付け、閲覧に供する。
②㋐第三者評価加算の認定、サービスの質の向上又は㋑苦情
処理の適切な対応・公表・保護に努めている。
③処遇改善加算の賃金改善要件（キャリアパス要件も含む。）
のいずれも満たしている。

▼委託費の3ヶ月分相当額の範囲内
別表5 資　金　使　途 繰入額（円）

繰
入
対
象

同
一
法
人
の
保
育
所
等

①保育所等の建物、設備の整備・修繕、環境の改善、
土地取得等に要する経費
　（保育所等を経営する事業に必要なものに限る。
　  以下②及び③において同じ。）
②保育所等の土地又は建物の賃借料
③以上の経費に係る借入金（利息部分を含む。）の償還
④保育所等を経営する事業に係る租税公課

※対象先：保育所及び保育所以外の子ども子育て支援法に
規定する特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業 小計

▼委託費の3ヶ月分相当額の範囲内
別表3 資　金　使　途 繰入額（円）

繰
入
対
象

子
育
て
支
援
事
業

①子育て支援事業を実施する施設の建物、設備の整
備・修繕、環境の改善及び土地の取得等に要する
経費（子育て支援事業に必要なものに限る。以下
②において同じ。）
② ①の経費に係る借入金（利息分を含む。）の償還
又は積立のための支出

小計

▼委託費の3ヶ月分相当額

◆弾力運用第3段階の繰入限度額 資金繰入額 繰入限度内の
確認（A）＞（B）委託費の3か月分（委託費から

「賃金改善要件分」を除いた額の
1/4の額）以内

別表5小計

別表3小計
適　　　否

繰入資金限度額（A） 合計（B）

＜委託費＞の弾力運用取扱について
◆弾力運用の第3段階【条件】要件1、要件2及び要件3の条件が満たされる事。

＜前期末支払資金残高＞の弾力運用の取扱について

【前期末支払資金残高の運用の基本】
前期末支払資金残高の取崩しについては、所轄庁の事前承認を得ること。
自然災害その他止むを得ない事由により、事業活動収入計（予算額）の3％
以下の場合は事前協議を省略して差し支えない。
◆弾力運用の第４段階【条件】要件1、要件2及び要件3の条件が満たされる事。
事前に理事会の承認を受け充当することができる。
（所轄庁の事前承認から理事会承認に緩和されている）

【弾力運用の使途範囲】
翌年度に前期末支払資金残高として取り扱える（取崩）、充当可能な資金使途
（1）当該施設の人件費、光熱水料等通常経費の不足分の補填できる。
（2）当該施設の運営に支障が生じない範囲において以下の経費
に充当することができる。 繰入額

（①～③）への繰入金の合計額

①当該保育所を設置する法人本部の運営に関する経費
②同一法人が運営する社会福祉法第２条に定める第1種社会
福祉事業及び第2種社会福祉事業並びに子育て支援事業の
運営、施設設備の整備等に要する経費
③同一の法人が運営する公益事業（子育て支援事業を除く）
の運営、施設設備の整備等に要する経費

【30％ルールに注意が必要】
当期末支払資金残高は委託費の適正執行と保育所の適正運用がなされ、当該
年度委託費収入の30％以下保有

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
る
被
災
地
へ
の
広
域
ブ
ロ
ッ
ク
派
遣
支
援
報
告
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東
海
・
北
陸
各
県
か
ら
６
５
４
人
の
保
育
関

係
者
が
参
加
し
、
第
59
回
東
海
北
陸
保
育
研
究

大
会
「
福
井
大
会
」
が
、
７
月
19
日
、
20
日
の

２
日
間
に
わ
た
り
、
福
井
市
の
ア
オ
ッ
サ
を
メ

イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、「
保
育
実
践
」
や
「
地
域
や
家
庭

の
子
育
て
支
援
」、「
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
」
な
ど
専
門
テ
ー
マ
別
に
８
つ

の
分
科
会
に
分
か
れ
、
各
県
か
ら
の
実
践
発
表

や
保
育
専
門
家
の
助
言

を
得
な
が
ら
、
参
加
者

間
で
熱
心
な
討
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
参
加
者

が
一
堂
に
会
し
、
大
会

式
典
が
行
わ
れ
、
保
育

に
対
す
る
社
会
か
ら
の

理
解
と
信
頼
を
さ
ら
に

深
め
、
子
ど
も
・
子
育
て
施
策
の
一
層
の
充
実

と
確
立
を
図
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
大
会
宣
言
を

採
択
し
ま
し
た
。

　
ま
た
式
典
終
了

後
に
は
、「
自
然

と
関
わ
る
中
で
育

つ
心
〜
保
育
者
　

子
ど
も
　
保
護
者

の
関
係
〜
」
を

テ
ー
マ
に
勝
山
市

公
私
立
保
育
研
究
会
に
よ
る
研
究
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。ま
た
、そ
の
後
の
記
念
講
演
で
は「
大

切
に
し
た
い
乳
児
の
育
ち
〜
愛
着
形
成
と
自
我

の
芽
生
え
を
育
む
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も

と
こ
と
ば
研
究
会
代
表
の
今
井
和
子
氏
に
「
乳

児
期
の
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
」、「
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
と
丁
寧
に
向
き
合
う
こ
と
」
の
大

切
さ
に
つ
い
て
の
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

夏
休
み
の
期
間
中
に
、
小
学
校
４
〜
６
年

生
の
親
子
を
対
象
に
、
介
護
現
場
の
職
員
か

ら
直
接
経
験
談
を
聞
い
た
り
、
介
護
技
術
に

触
れ
、
介
護
の
お
し
ご
と
の
魅
力
に
目
を
向

け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
バ
ス
ツ
ア
ー
実

施
し
ま
し
た
。

７
月
25
日
㈬
の
福
井
①
コ
ー
ス
を
皮
切
り

に
、
県
下
全
７
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
。

日
頃
な
か
な
か
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
高

齢
者
施
設
で
は
、
利
用
者
さ
ん
が
そ
の
人
ら

し
く
笑
顔
で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
取
り
組
み
や
、
認
知
症
の
方
へ
の
接
し

方
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、

親
子
で
食
事
介
助
を
し
た
り
、
子
ど
も
が
お

父
さ
ん
を
車
い
す
に
乗
せ
て
移
動
し
た
り
、

お
母
さ
ん
に
オ
ム
ツ
を
当
て
る
等
の
体
験
を

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
福
祉
用
具
や
介
護
用
の
リ
フ
ト
の

活
用
等
、
腰
痛
に
な
ら
な
い
た
め
の
施
設
独
自

の
工
夫
等
、
長
く
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
教
わ
り
ま
し
た
。

昼
食
時
に
は
、
福
井
県
民
生
活
協
同
組
合
の

協
力
の
も
と
、「
夕
食
宅
配
」
の
お
弁
当
を
食

べ
な
が
ら
、
高
齢
者
へ
の
配
慮
や
地
域
で
の
見

守
り
活
動
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
親
御
さ
ん
は
、
自
分
も
含
め

子
ど
も
の
世
代
は
、
祖
父
母
と
生
活
す
る
こ

と
が
な
い
の
で
、
こ
う
い
っ
た
機
会
に
子
ど

も
を
参
加
さ
せ
て
み
た
か
っ
た
と
の
こ
と
。

ま
た
、
子
ど
も
の
中
に
は
、
ち
ょ
っ
と
工

夫
す
る
だ
け
で
、
指
一
本
で
寝
返
り
介
助
が

で
き
る
方
法
は
驚
い
た
と
嬉
し
そ
う
な
顔
を

し
て
い
た

り
、
人
に
食

事
の
介
助
を

す
る
の
は
、

こ
ん
な
に
難

し
い
ん
だ
と

戸
惑
う
子
も

い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
社
協
）
は
、

社
会
福
祉
構
造
改
革
（
平
成
12
年
）
以
降
、

お
も
に
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
通
じ
て

判
断
能
力
の
不
十
分
な
人
々
の
権
利
擁
護
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
利
用
者
は
年
々

増
加
し
、
昨
今
、
障
が
い
の
重
度
化
を
は
じ

め
、
様
々
な
生
活
課
題
が
複
雑
に
絡
み
合
う

な
ど
、
対
応
困
難
な
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
県
内
２
か
所
の
社
協
で
法

人
後
見
を
実
施
し
、
他
２
か
所
の
社
協
で
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
年
度
、
県

社
協
で
は
、
成
年
後
見
制
度
へ
の
取
組
み
を

含
め
た
総
合
的
な
権
利
擁
護
体
制
の
再
構
築

を
探
る
た
め
、「
社
協
に
よ
る
こ
れ
か
ら
の

権
利
擁
護
の
強
化
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
年
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
研

究
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

研
究
会
の
前
半
は
、
法
人
後
見
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
を
、
後
半
は
、
実
施
す
る
上
で
必

要
な
こ
と
に
関
す
る
協
議
を
中
心
に
進
め
て

い
く
予
定
で
、
こ
れ
ま
で
２
回
開
催
し
て
い

ま
す
。

１
回
目
（
７
月
）
は
、
県
立
大
学 

看
護

福
祉
学
部 

社
会
福
祉
学
科
看
護
福
祉
学
研

究
科 

山
口
理
恵
子
准
教
授
を
招
き
、「
権
利

擁
護
の
動
向
と
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
社

協
に
期
待
す
る
こ
と
」
の
基
調
講
義
を
受
け
、

参
加
者
は
法
人
後
見
に
関
す
る
率
直
な
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

２
回
目
（
８
月
）
で
は
、
長
野
県
の
伊
那

市
社
会
福
祉
協
議
会 

上
伊
那
成
年
後
見
セ

ン
タ
ー 

矢
澤
秀
樹
所
長
か
ら
、
セ
ン
タ
ー

の
取
組
み
等
の
情
報
提
供
を
は
じ
め
、
運
営

等
に
か
か
る
積
極
的
な
質
疑
応
答
の
場
を
設

け
ま
し
た
。

伊
那
市
社
協
で
は
、
８
市
町
村
に
ま
た
が

る
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
を
運
営
。
抱
え
る
事

例
が
複
雑
重
度
化
す
る
中
、
今
後
の
支
援
に

つ
い
て
不
安
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
権
利
擁
護
相
談
の
関
係
者
が
集
ま
り
、

検
討
を
始
め
、
セ
ン
タ
ー
設
置
に
至
っ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
す

る
こ
と
や
広
域
で
や
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
、

行
政
と
の
関
係
な
ど
、
多
く
の
質
問
が
出
さ

れ
、
各
市
町
で
検
討
す
る
際
の
イ
メ
ー
ジ
づ

く
り
に
大
い
に
役
立
つ
内
容
で
し
た
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
障
が
い

の
有
無
や
資
力
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
人

ら
し
く
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
を
目
指
し
、
今
後
も
本
研
究
会
で
協

議
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〜
す
べ
て
の
人
が
子
ど
も
と
子
育
て
に
関
わ
り
を
も
つ
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
〜

▼ 福井①　県民せいきょう江守きらめき・きたえる～む福井文京
▼ 福井②　いちごデイセンターみのり・リハビリセンタートレフル
▼ 坂　井　プライムハイツ春江・リハビリセンター木の花
▼ 丹　南　県民せいきょう鯖江きらめき・デイサービスセンター和上苑
▼ 奥　越　県民せいきょう大野きらめき・聖和園デイサービスセンター
▼ 敦　賀　ほっと地域リハビリセンター敦賀・第２渓山荘ぽっぽ
▼ 若　狭　県民せいきょう小浜きらめき・介護老人保健施設ゆなみ

　“幸福日本一ふくい”を掲げ、地域住民と共に
豊かな子育て文化を育んでいるここ福井の地で、
東海北陸６県の保育関係者が一堂に会し、「第
59回東海北陸保育研究大会」が「すべての人が
子どもと子育てに関わりをもつ社会の実現をめ
ざして」をテーマに開催され、教育・保育の質
を高めるため、真剣に研究協議を行いました。
　今日、少子高齢化や人口減少、子どもの貧困・
児童虐待が顕著化するなど子どもと子育て家庭
を取り巻く環境が大きく変化しつつあります。国
では幼児教育・保育の基準となる「幼保連携型認
定こども園教育・保育要領」「幼稚園教育要領」「保
育所保育指針」が改定、施行され、内容の整合性
が図られました。また、幼児教育の無償化や待機
児童の解消、保育人材確保、処遇改善などの様々
な取組みが推進されているところです。
　私たち、教育・保育の最前線に携わる者には、
「子どもの最善の利益」を優先し、すべての子ど
も達の健やかな育ちを支え、地域に根ざした子
育て文化を育む創意工夫に満ちた取組みが期待
されています。
　私たちは、この大会を契機に一人ひとりが自
己研鑽に努め、教育・保育の専門職としての誇
りと責任を持ち、家庭や地域社会とのつながり
を一層深めながら、社会から求められる認定こ
ども園・保育所を目指してその社会的使命を果
たしていくことを、ここに宣言いたします。

　平成30年7月20日
第59回東海北陸保育研究大会「福井大会」

「
社
協
に
よ
る
権
利
擁
護
の
強
化
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
」

「
社
協
に
よ
る
権
利
擁
護
の
強
化
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
」

社
協
に
よ
る
地
域
福
祉
推
進
研
究
会 

中
間
報
告

社
協
に
よ
る
地
域
福
祉
推
進
研
究
会 

中
間
報
告

「バスツアー受入事業所」

【参加者インタビュー】

【担当者からコメント】

大 会 宣 言

第2分科会グループ討議の様子

記念講演講師
子どもとことば研究会
代表 今井 和子氏

第
59
回
東
海
北
陸
保
育
研
究
大
会
「
福
井
大
会
」
開
催

介護のおしごとの魅力は？
★ありがとうの笑顔の連鎖が魅力。
★大変きれいでお洒落な建物にビックリ。
★さまざまな職種の方が連携できるやりがい。

介護のおしごとに対する印象の変化は？
★介護は辛い、大変というイメージしかなかったけれ
ど、働いている方がみんな楽しそうで驚いた。
★将来、親も施設にお世話になるかも知れないけれど、
安心してお願いできそう。
★親子で参加することで、子どもが高齢者と接する時
の姿が間近に見れて良かった。お年寄りに優しくし
ようという気持ちが子どもに芽生えた様子。

　今年度の参加者、親子51組113名

　子どもたちには、「福井県こども介護士免許証」を
授与しました。

　高齢者施設で働く職員の方々が、「介護」のおしご
とに誇りをもっておられる姿が印象的でした。
　これからボランティアに参加したいと意欲を見せる
子どももおり、介護人材不足の中、将来を担う子ども
達が、このバスツアーをきっかけに介護に目を向け高
齢者支援の一助となってくれることを願っています。
　ご協力くださった施設職員の皆様、どうもありがと
うございました。

親
子
で
介
護
の
お
し
ご
と
魅
力
発
見
!!
バ
ス
ツ
ア
ー

今年度
初開催

親子体験風景
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東
海
・
北
陸
各
県
か
ら
６
５
４
人
の
保
育
関

係
者
が
参
加
し
、
第
59
回
東
海
北
陸
保
育
研
究

大
会
「
福
井
大
会
」
が
、
７
月
19
日
、
20
日
の

２
日
間
に
わ
た
り
、
福
井
市
の
ア
オ
ッ
サ
を
メ

イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、「
保
育
実
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」
や
「
地
域
や
家
庭

の
子
育
て
支
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」、「
関
係
機
関
と
の
ネ
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ト
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く
り
」
な
ど
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に
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会
に
分
か
れ
、
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の
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間
で
熱
心
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が
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目
は
、
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に
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、
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典
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、
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に
対
す
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の
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と
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を
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に
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、
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も
・
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育
て
施
策
の
一
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の
充
実

と
確
立
を
図
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
大
会
宣
言
を

採
択
し
ま
し
た
。

　
ま
た
式
典
終
了

後
に
は
、「
自
然

と
関
わ
る
中
で
育

つ
心
〜
保
育
者
　

子
ど
も
　
保
護
者

の
関
係
〜
」
を

テ
ー
マ
に
勝
山
市

公
私
立
保
育
研
究
会
に
よ
る
研
究
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。ま
た
、そ
の
後
の
記
念
講
演
で
は「
大

切
に
し
た
い
乳
児
の
育
ち
〜
愛
着
形
成
と
自
我

の
芽
生
え
を
育
む
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も

と
こ
と
ば
研
究
会
代
表
の
今
井
和
子
氏
に
「
乳

児
期
の
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
」、「
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
と
丁
寧
に
向
き
合
う
こ
と
」
の
大

切
さ
に
つ
い
て
の
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

夏
休
み
の
期
間
中
に
、
小
学
校
４
〜
６
年

生
の
親
子
を
対
象
に
、
介
護
現
場
の
職
員
か

ら
直
接
経
験
談
を
聞
い
た
り
、
介
護
技
術
に

触
れ
、
介
護
の
お
し
ご
と
の
魅
力
に
目
を
向

け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
バ
ス
ツ
ア
ー
実

施
し
ま
し
た
。

７
月
25
日
㈬
の
福
井
①
コ
ー
ス
を
皮
切
り

に
、
県
下
全
７
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
。

日
頃
な
か
な
か
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
高

齢
者
施
設
で
は
、
利
用
者
さ
ん
が
そ
の
人
ら

し
く
笑
顔
で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
取
り
組
み
や
、
認
知
症
の
方
へ
の
接
し

方
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、

親
子
で
食
事
介
助
を
し
た
り
、
子
ど
も
が
お

父
さ
ん
を
車
い
す
に
乗
せ
て
移
動
し
た
り
、

お
母
さ
ん
に
オ
ム
ツ
を
当
て
る
等
の
体
験
を

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
福
祉
用
具
や
介
護
用
の
リ
フ
ト
の

活
用
等
、
腰
痛
に
な
ら
な
い
た
め
の
施
設
独
自

の
工
夫
等
、
長
く
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
教
わ
り
ま
し
た
。

昼
食
時
に
は
、
福
井
県
民
生
活
協
同
組
合
の

協
力
の
も
と
、「
夕
食
宅
配
」
の
お
弁
当
を
食

べ
な
が
ら
、
高
齢
者
へ
の
配
慮
や
地
域
で
の
見

守
り
活
動
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
親
御
さ
ん
は
、
自
分
も
含
め

子
ど
も
の
世
代
は
、
祖
父
母
と
生
活
す
る
こ

と
が
な
い
の
で
、
こ
う
い
っ
た
機
会
に
子
ど

も
を
参
加
さ
せ
て
み
た
か
っ
た
と
の
こ
と
。

ま
た
、
子
ど
も
の
中
に
は
、
ち
ょ
っ
と
工

夫
す
る
だ
け
で
、
指
一
本
で
寝
返
り
介
助
が

で
き
る
方
法
は
驚
い
た
と
嬉
し
そ
う
な
顔
を

し
て
い
た

り
、
人
に
食

事
の
介
助
を

す
る
の
は
、

こ
ん
な
に
難

し
い
ん
だ
と

戸
惑
う
子
も

い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
社
協
）
は
、

社
会
福
祉
構
造
改
革
（
平
成
12
年
）
以
降
、

お
も
に
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
通
じ
て

判
断
能
力
の
不
十
分
な
人
々
の
権
利
擁
護
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
利
用
者
は
年
々

増
加
し
、
昨
今
、
障
が
い
の
重
度
化
を
は
じ

め
、
様
々
な
生
活
課
題
が
複
雑
に
絡
み
合
う

な
ど
、
対
応
困
難
な
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
県
内
２
か
所
の
社
協
で
法

人
後
見
を
実
施
し
、
他
２
か
所
の
社
協
で
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
年
度
、
県

社
協
で
は
、
成
年
後
見
制
度
へ
の
取
組
み
を

含
め
た
総
合
的
な
権
利
擁
護
体
制
の
再
構
築

を
探
る
た
め
、「
社
協
に
よ
る
こ
れ
か
ら
の

権
利
擁
護
の
強
化
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
年
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
研

究
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

研
究
会
の
前
半
は
、
法
人
後
見
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
を
、
後
半
は
、
実
施
す
る
上
で
必

要
な
こ
と
に
関
す
る
協
議
を
中
心
に
進
め
て

い
く
予
定
で
、
こ
れ
ま
で
２
回
開
催
し
て
い

ま
す
。

１
回
目
（
７
月
）
は
、
県
立
大
学 

看
護

福
祉
学
部 

社
会
福
祉
学
科
看
護
福
祉
学
研

究
科 

山
口
理
恵
子
准
教
授
を
招
き
、「
権
利

擁
護
の
動
向
と
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
社

協
に
期
待
す
る
こ
と
」
の
基
調
講
義
を
受
け
、

参
加
者
は
法
人
後
見
に
関
す
る
率
直
な
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

２
回
目
（
８
月
）
で
は
、
長
野
県
の
伊
那

市
社
会
福
祉
協
議
会 

上
伊
那
成
年
後
見
セ

ン
タ
ー 

矢
澤
秀
樹
所
長
か
ら
、
セ
ン
タ
ー

の
取
組
み
等
の
情
報
提
供
を
は
じ
め
、
運
営

等
に
か
か
る
積
極
的
な
質
疑
応
答
の
場
を
設

け
ま
し
た
。

伊
那
市
社
協
で
は
、
８
市
町
村
に
ま
た
が

る
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
を
運
営
。
抱
え
る
事

例
が
複
雑
重
度
化
す
る
中
、
今
後
の
支
援
に

つ
い
て
不
安
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
権
利
擁
護
相
談
の
関
係
者
が
集
ま
り
、

検
討
を
始
め
、
セ
ン
タ
ー
設
置
に
至
っ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
す

る
こ
と
や
広
域
で
や
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
、

行
政
と
の
関
係
な
ど
、
多
く
の
質
問
が
出
さ

れ
、
各
市
町
で
検
討
す
る
際
の
イ
メ
ー
ジ
づ

く
り
に
大
い
に
役
立
つ
内
容
で
し
た
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
障
が
い

の
有
無
や
資
力
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
人

ら
し
く
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
を
目
指
し
、
今
後
も
本
研
究
会
で
協

議
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〜
す
べ
て
の
人
が
子
ど
も
と
子
育
て
に
関
わ
り
を
も
つ
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
〜

▼ 福井①　県民せいきょう江守きらめき・きたえる～む福井文京
▼ 福井②　いちごデイセンターみのり・リハビリセンタートレフル
▼ 坂　井　プライムハイツ春江・リハビリセンター木の花
▼ 丹　南　県民せいきょう鯖江きらめき・デイサービスセンター和上苑
▼ 奥　越　県民せいきょう大野きらめき・聖和園デイサービスセンター
▼ 敦　賀　ほっと地域リハビリセンター敦賀・第２渓山荘ぽっぽ
▼ 若　狭　県民せいきょう小浜きらめき・介護老人保健施設ゆなみ

　“幸福日本一ふくい”を掲げ、地域住民と共に
豊かな子育て文化を育んでいるここ福井の地で、
東海北陸６県の保育関係者が一堂に会し、「第
59回東海北陸保育研究大会」が「すべての人が
子どもと子育てに関わりをもつ社会の実現をめ
ざして」をテーマに開催され、教育・保育の質
を高めるため、真剣に研究協議を行いました。
　今日、少子高齢化や人口減少、子どもの貧困・
児童虐待が顕著化するなど子どもと子育て家庭
を取り巻く環境が大きく変化しつつあります。国
では幼児教育・保育の基準となる「幼保連携型認
定こども園教育・保育要領」「幼稚園教育要領」「保
育所保育指針」が改定、施行され、内容の整合性
が図られました。また、幼児教育の無償化や待機
児童の解消、保育人材確保、処遇改善などの様々
な取組みが推進されているところです。
　私たち、教育・保育の最前線に携わる者には、
「子どもの最善の利益」を優先し、すべての子ど
も達の健やかな育ちを支え、地域に根ざした子
育て文化を育む創意工夫に満ちた取組みが期待
されています。
　私たちは、この大会を契機に一人ひとりが自
己研鑽に努め、教育・保育の専門職としての誇
りと責任を持ち、家庭や地域社会とのつながり
を一層深めながら、社会から求められる認定こ
ども園・保育所を目指してその社会的使命を果
たしていくことを、ここに宣言いたします。

　平成30年7月20日
第59回東海北陸保育研究大会「福井大会」

「
社
協
に
よ
る
権
利
擁
護
の
強
化
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
」

「
社
協
に
よ
る
権
利
擁
護
の
強
化
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
」

社
協
に
よ
る
地
域
福
祉
推
進
研
究
会 

中
間
報
告

社
協
に
よ
る
地
域
福
祉
推
進
研
究
会 

中
間
報
告

「バスツアー受入事業所」

【参加者インタビュー】

【担当者からコメント】

大 会 宣 言

第2分科会グループ討議の様子

記念講演講師
子どもとことば研究会
代表 今井 和子氏

第
59
回
東
海
北
陸
保
育
研
究
大
会
「
福
井
大
会
」
開
催

介護のおしごとの魅力は？
★ありがとうの笑顔の連鎖が魅力。
★大変きれいでお洒落な建物にビックリ。
★さまざまな職種の方が連携できるやりがい。

介護のおしごとに対する印象の変化は？
★介護は辛い、大変というイメージしかなかったけれ
ど、働いている方がみんな楽しそうで驚いた。
★将来、親も施設にお世話になるかも知れないけれど、
安心してお願いできそう。
★親子で参加することで、子どもが高齢者と接する時
の姿が間近に見れて良かった。お年寄りに優しくし
ようという気持ちが子どもに芽生えた様子。

　今年度の参加者、親子51組113名

　子どもたちには、「福井県こども介護士免許証」を
授与しました。

　高齢者施設で働く職員の方々が、「介護」のおしご
とに誇りをもっておられる姿が印象的でした。
　これからボランティアに参加したいと意欲を見せる
子どももおり、介護人材不足の中、将来を担う子ども
達が、このバスツアーをきっかけに介護に目を向け高
齢者支援の一助となってくれることを願っています。
　ご協力くださった施設職員の皆様、どうもありがと
うございました。

親
子
で
介
護
の
お
し
ご
と
魅
力
発
見
!!
バ
ス
ツ
ア
ー

今年度
初開催

親子体験風景
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特 集 
「福井しあわせ元気国体・しあわせ元気大会」
　　　　　　　　　　　　　　まもなく開幕!2,3P

4P

5P ◆こちら経営相談室

しあわせ元気国体・元気大会応援企画
◆障スポ大会競技紹介
  （サウンドテーブルテニス・グランドソフトボール）

3P 6,7P 大会等報告
◆第59回東海北陸保育研究大会「福井大会」
◆社協による地域福祉推進研究会  中間報告
◆親子で介護の仕事魅力発見バスツアー

8P ◆寄付・寄贈
◆子ども食堂への助成決定
◆サキドリ情報
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◆平成30年7月豪雨災害による
　　 被災地への広域ブロック派遣支援報告

この広報紙は共同募金の配分金を受けています。 9

ふく福しあわせ体験フェアでの花苗の引渡しセレモニー

（子ども食堂への助成）

平成30年10月27日（土）13：00～16：00

福井県生活学習館（ユーアイふくい「多目的ホール」）

日　　時

会　　場

助成内容
助成金額
交 付 先

社会福祉事業の発展のために
活用させていただきます。

♥7月24日（火）
贈呈者

寄付金

贈呈先

富国生命保険相互会社
福井支社長　陳野　好洋 様（福井市）
130，612円
社会福祉法人 福井県社会福祉協議会

（女優／モデル）　秋川 リサ氏
「見守る介護、地域とのつながり」

1952年5月12日生まれ。

15歳でテイジンの専属モデルとしてデビュー。

その後、「anan」の専属モデル、「資生堂」の広告モデルとして活躍。

女優、タレントとしてドラマ、バラエティ番組、映画を中心に活躍する。

また、現在、実母の介護中で自身の経験をまとめた著書「母の日記」を2014年に作成し、

「見守る介護～自分を責めずに頑張りすぎない介護」を推奨している。

【記 念 講 演】 ＜一般の方もご来場いただけます。＞

【プログラム】13：00 14：00 14：30 16：00

式典
（第1部）

式典
（第2部） 記念講演

福井県社会福祉大会開催事務局
福井県社会福祉協議会（総務施設課総務グループ）　☎0776-24-2339

問合せ先

主　　催

後　　援

福井県社会福祉協議会　　　　　　　福井県共同募金会

福井県　福井県市長会　福井県町村会

共　　催

　本事業は、地域ぐるみで子どもの居場所づくり
や食の支援に取り組む「子ども食堂」の立上げ
支援を行うものです。
　今回の助成は、故西田哲郎氏子供一同様から
いただいた寄付金を財源として、去る8月30日に
助成金交付式を行いました。

「子ども食堂」の開設等費用
200,000円
くぐしみんなの食堂
　（本年4月から美浜町で活動中）

サキドリ情報

※7月10日（火）ハーモニーホールふくい小ホールで行わ
れた「第283回フコク生命チャリティコンサート」にお
いて来場者からいただいたチャリティ募金の一部をご寄
付いただきました。


